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１ 趣旨

「GIGA スクール構想の実現」を踏まえ、児童生徒1人1台端末の環境における ICT の

効果的な活用を一層促進するとともに、新学習指導要領において、「情報活用能力」が

全ての学習の基盤となる資質・能力として位置付けられたことを踏まえ、その育成のた

め、教師の ICT 活用指導力の向上を図る研修を充実させる。

※ GIGA スクール構想･･･多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最

適化された学びを全国の学校現場で持続的に実現させる。

２ 那覇市のめざす子どもの姿

『情報を効果的に活用し、自分の考えを形成できる子』

具体的には、学習活動において必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用

いて情報を得たり整理・比較したり、得られた情報をわかりやすく発信・伝達したり、

必要に応じて保存・共有したりといったことができる子どもの姿である。

３ ICT活用の目的

教科指導における ICT 活用の目的とは、教科の学習目標を達成するために教師や児

童生徒が ICT を活用することである。 ICT は授業のあらゆる場面で使うことができる

が、 ICT を活用することが目的にならないようにすることが大切である。学習内容や

児童生徒の状況に応じて使い分けができるように、 ICT の目的を10種類に分類した。

ICT 活用の目的 ICT 活用例
①課題の提示 ・デジタル教材を提示し、児童生徒に課題を発見させたり、課題意識を持

たせたりする。

②動機付け ・児童生徒が学習意欲が沸くような説明資料を提示する。

③教師の説明 ・教師の資料を拡大表示する、電子黒板を活用して説明する。

④学習者の説明 ・児童生徒が作成した発表資料を ICT を活用して提示し、発表させる。
⑤繰り返しによる定着 ・動画など繰り返し再生して、そのイメージを定着させる。

・児童生徒が個々に AI 型ドリル等に取り組み、学習の定着を図る。
⑥モデルの提示 ・実物を見せることが難しいものをデジタル教材でモデル提示する。

⑦失敗例の提示 ・実際に見せることが危険であったり、コストや時間がかかったりする場

合に、デジタル教材で提示する。

⑧体験の想起 ・すべての児童生徒に共通した経験を映像で提示し、思い出させる。

⑨比較 ・実物では比較が難しい２つ以上のものを、デジタル画面で比較する。

⑩振り返り ・授業で撮影した画像などを使って、学習内容を振り返らせる。

４ 教科等の指導におけるICTの効果的な活用について

教科指導における ICT の活用は、子供たちの学習への興味・関心を高め、分かりやす

い授業を実現する上で効果的である。授業におけるタブレット端末の活用により、児童

生徒自身の考えを他者との比較や吟味、説明、問題解決等、多様な学習活動を通して、

主体的・対話的で深い学びへとつながっていくことが期待される。

そのために、教科等の特質に応じ、児童が情報技術を手段として、学習や日常生活に

活用できるようにするため、教科等においても、学習場面に応じて ICT を活用した学習

活動の充実を図る。
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５ 学習場面におけるタブレット端末の活用について

ICT を効果的に活用した学習場面は、「一斉指導による学び（一斉学習）」、「子供たち

一人一人の能力や特性に応じた学び（個別学習）」、「子供たち同士が教え合い学び合う

協働的な学び（協働学習）」の3つの分類例に分けることができる。

（文部科学省「教育の情報化に関する手引き 第４章」（令和２年度）より）

(1) 一斉学習

電子黒板やタブレット端末に画像、音声、動画などを拡大表示したり、文字

を書き込みながら掲示したりすることにより、学習課題等を効果的に提示・説

明することができる。

(2) 個別学習

a 個に応じる学習

一人一人の特性や習熟の程度などに応じて、個に応じた学習を実施すること

ができる。個々の特性に応じて学習者用デジタル教科書（QR コードの活用）や、

習熟の程度や誤答傾向に応じた学習者向けのドリル教材（デジタル教材）を用

いることにより、各自のペースで理解しながら個に応じた学習を進めることが

できる。

b 調査活動

直接観察した内容やインターネットやデジタル教材を用いた情報収集、観察

における写真や動画等による記録など、学習課題に関する調査を行うことがで

きる。端末等を用いて写真・動画等の詳細な観察情報を収集・記録・保存する

ことで、細かな観察情報による新たな気づきにつなげることができる。また、

インターネットを活用することで、気づいたことや疑問に思ったことを自分の

課題に応じて調べることができる。
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c 表現・制作

写真、音声、動画等のマルチメディアを用いて多様な表現を取り入れた資料

・作品を制作することができる。

(3) 協働学習

a 発表や話合い

学習課題に対する自分の考えを、電子黒板の書き込み機能を用いて、グルー

プや学級全体に分かりやすく提示して、発表・話合いを行うことができる。

b 協働での意見整理

端末等を用いてグループ内で複数の意見・考えを共有し、話合いを通じて思

考を深めながら協働で意見整理を行うことができる。

６ プログラミング教育におけるタブレット端末の活用について

オンライン版のデジタル教材「 Scratch」等を活用し、コンピュータによるプロ

グラミングの体験を積み重ねることで、プログラミング的思考力を高めることが

できる。

各教科の内容を指導する中で、実際にコンピュータやタブレット端末に触れな

がら、プログラミングの意義や便利さに気づかせることができる。

７ 緊急時における家庭でのオンライン学習について

臨時休業等の緊急時における学びを保障するため、児童生徒が安心安全に利用

できる体制を構築し、デジタル教材等を活用して、全ての児童生徒が、家庭でク

ラウド上のコンテンツを利用した個別学習を行うことができる。

a 健康観察・双方向オンライン授業

統合ソフト（WEB 会議ツール）を活用し、平日15分程度の健康観察を実施す

る。双方向オンライン授業については、校内通信ネットワーク整備後、通信状

況を把握し、実証を重ねながら、段階的な実施を検討する。

b 動画（授業）の掲載

オンラインストレージへ授業風景等を撮影した動画を保存。児童生徒はいつ

でも閲覧可能なため、各自のペースで活用できる。

c 資料（宿題等）の配信

統合ソフト（学習支援ツール）を活用し、資料（宿題等）を児童生徒へ配信

し、提出・採点（メッセージ送信）まで実施する。

d AI 型ドリル教材

ブラウザで稼働するドリル教材を活用する。
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８ 教員のICT活用指導力を高めるために

授業における 1 人 1 台のタブレット端末の活用効果は、教員の ICT 活用指導力に

大きく関係している。そこで、研修が実施できるように、３段階（入門編・基本編・応

用編）の研修プログラムを構成した。

段階的な教員研修プログラム

研修

対象 全ての教員 基本から学びたい教員 積極的に活用したい教員

●タブレットの標準機能や ● Google for education の共同編 ●授業の教材作成や ICT を活用

目的 支援ｿﾌﾄを活用して、個別 集などの機能を活用して、 した情報発信など、遠隔授業

学習に活かすことができる。 協働学習に活かすことができる。 に活かすことができる。

内容 ①タブレットの活用場面 ① Classroom（課題の配布・回収） ① Google ﾌｫｰﾑ（中級）

②ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末の基本操作 ② Google ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ（共同編集） ②ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ編集

③ Google for education（導入） ③ Google ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ（共同編集） ③動画作成編集

④授業支援ｿﾌﾄの活用 ④ Google ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ（共同編集） ④「Zoom」ｿﾌﾄの活用

⑤ AI 型ﾄﾞﾘﾙの活用 ⑤ Google ﾌｫｰﾑ（初級） ⑤「Youtube」の LIVE 配信

⑥ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ学習(基本） ⑥ Google ﾒｰﾙ （情報通信） ⑥WEBサイトを活用した授業。

⑦情報ﾓﾗﾙ ⑦ Google meet （ｵﾝﾗｲﾝ授業） （小学校の教科）

⑧情報ｾｷｭﾘﾃｨ ⑧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ学習(小学校） ⑦WEBサイトを活用した授業

⑨ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ学習(中学校技術） （中学校の教科）

開催 各学校ごとに実施 教育研究所「講座」及び 教育研究所「講座」

方法 （ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ派遣） 「オンデマンド配信研修」

令和３年度 研修計画

研修・講座 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ｽﾃｯﾌﾟ① 入門編 第1～ 4回 第5回

全員（全5回）

ｽﾃｯﾌﾟ② 基本編 第1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5小 第 5中 第1回 第2回 第3回 第4回 第5小

希望者（全16回） 第1回 第2回 第3回 第4回 第5小

ｽﾃｯﾌﾟ③ 応用編 第1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5小 第 5中 第 1回 第2回 第3回 第4回

希望者（全16回） 第1回 第2回 第3回 第4回 第5小 第5中

ICT教育推進部会 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

（ ICT 教育指導員） 公開授業 実践発表

情報教育研修会(悉皆) 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回

ステップ①

入門編
ステップ②

基本編

ステップ③

応用編
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９ 各研修内容について ※研修を充実させるため、内容を変更することもあります。

研 修 名 称 研 修 目 的 形 態

「GIGA スクール構想」についての意義や目的などの

理解を図り、授業での活用場面について学ぶ。 訪問研修

第1回 GIGA ｽｸｰﾙ構想の概要及び Chromebook のログイン・カメラ機能・QR コード読み

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末基本操作研修 取りなど、タブレット端末の基本的な操作方法を学ぶ。 4月･5月

Google が提供するクラウドサービスの基本機能（共同

編集ソフト）について活用の仕方を学ぶ。

第2回 授業支援ﾂｰﾙの活用研修
授業支援ツールを活用し、資料の提示や児童画面の情 訪問研修

報共有機能など、授業場面に応じた活用の仕方を学ぶ。 4月･5月

第3回 AI 型ﾄﾞﾘﾙの活用研修
AI 型ドリルを朝や放課後の時間、授業の習熟等の場 訪問研修

面で、授業の理解度を高めるために活用の仕方を学ぶ。 4月･5月

第4回 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ学習(導入）研修
オンライン上で活用できる「スクラッチ4.0」のソフ 訪問研修

トを活用してプログラミングの基礎を学ぶ。 4月･5月

第5回 情報ﾓﾗﾙ・ｾｷｭﾘﾃｨ研修
文科省が推奨している「情報モラル」に関するデジ ｵﾝﾗｲﾝ研修

タル教材の活用の仕方や個人情報に関する知識を学ぶ。 5月

研 修 名 称 研 修 目 的 形 態

第1回
Cla ss ro o m 活用講座 クラスの作成、クラスへの参加、課題の管理、生 講座

（課題の配布・回収） 徒の提出物へのフィードバックの提供の仕方を学ぶ。 4月･5月･10月

ワードソフトと同じく、簡単な画像 /表 /計算式 /図 /

第2回 Google ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ・ｽﾌﾟﾚｯﾄｼｰﾄ リンクなどを使用して、共同編集の仕方を学ぶ。 講座

・ｽﾗｲﾄﾞの活用講座 エクセルソフトと同じく、数値や計算式を用いた表 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ研修

（共同編集） 計算が作成可能で、データ分析、検討での活用の仕方 5月･6月･11月

を学ぶ。パワーポイントソフトと同じく、児童生徒

のプレゼンを作成するための活用の仕方を学ぶ。

第3回 Google ﾌｫｰﾑ（初級）活用講座 簡単なアンケートを作成して集計する方法を学ぶ。
講座

6月･7月･12月

支援技術を使ってメールの送受信や整理、連絡先
講座

第4回 Google ﾒｰﾙ 及び の管理の仕方を学ぶ。
ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ研修

Google meet の活用講座 組織内外のユーザーとビデオ会議を行うことがで
7月･8月･1月

き、双方向のオンライン授業の方法を学ぶ。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ学習講座 記号の組合せをより意図した活動に近づくのため 講座

第5回
(小学校） に論理的に考えていく方法を学ぶ。 8月･9月･2月

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ学習講座 「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテン 講座

(中学校 技術） ツのプログラミング」について学ぶ。 9月

ステップ① 入門編 （全教員対象）全5回

ステップ② 基本編（基本から学びたい職員対象）全5回
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研 修 名 称 研 修 目 的 形 態

第1回 Google ﾌｫｰﾑ（中級）講座
テスト問題、アンケートの作成、他のユーザーと 講座

の共有、回答データの集計方法を学ぶ。 5月･6月･11月

第2回 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ編集講座
学校の様子を写真や動画などで伝えるための、ホ 講座

ームページ上での作業の仕方を学ぶ。 6月･7月･12月

第3回 動画作成編集講座
撮影した授業動画を編集する方法や、パワーポイ 講座

ントで作成したプレゼンを動画にする方法を学ぶ。 7月･8月･1月

「 Zoom」 ｿﾌﾄの活用及び
双方方向のオンライン授業や職員会議等での活用

講座
第4回

「Youtube」LIVE配信講座
の仕方を学ぶ。学校行事や授業の様子をリアルタイ

8月･9月･2月
ムに子供や保護者に配信する方法を学ぶ。

WEB ｻｲﾄを活用した授業講座 文部科学省が推奨している WEB サイトを活用した 講座

第5回
（小学校） 授業づくりについて学ぶ。 9月･10月

WEB ｻｲﾄを活用した授業講座 文部科学省が推奨している WEB サイトを活用した 講座

（中学校） 授業づくりについて学ぶ。 11月

ステップ③ 応用編（積極的に活用したい教員対象）全5回


